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項 目 内 容 

Ⅰ 研究の目的 平成24年の文部科学省の調査では、特別な教育的支援を必要とする児童・生徒

が、約6.5％の割合で通常の学級に在籍している可能性を示している。その中で、

いずれの支援もなされていない児童・生徒の割合が38.6％に上り、教員が指導方

法を十分に理解していない可能性があることや、指導が各教員の工夫に任され、

組織的な対応が十分でない可能性があることが指摘されている。 

本研究では、発達障害児に注目した。発達障害児は、集団場面での不適応や友

人関係の不成立等の問題を抱えることがある。その要因として、社会性（「個人が

特定の社会的課題を上手に遂行するための特定の能力」（マクフォール 1982））の

未学習や誤学習があると考えられる。 

そこで、発達障害児が在籍する通常の学級において、人とのかかわり方や集団

活動のためのルールやスキルを学ぶ「ソーシャルスキルトレーニング（SST）」を

取り入れる。対象児童を決め、本児がゲーム的な活動を楽しみながら、不適切な

行動を減らし、適切な行動を増やせるようにする。また、他の児童の社会性も向

上させることで、本児のよりよい人間関係づくりが促進されると考え、「通常の学

級の学級活動の中で短時間でも繰り返しSSTを取り入れることで、発達障害児の社

会性が改善されるだろう」という仮説を立て、検証したいと考えた。 

Ⅱ 研究の方法 １ 実践方法 

 下記の内容で、SST を計 7 回実施した。スキルの獲得だけでなく、友達と一緒

に活動することの楽しさや相互理解も重視した。 
 
 
 
２ 実践結果の評価方法 

(1)SST の自己評価（主観的評価） 
自己評価カードで、対象児童の標的スキルの活用や友達とのかかわり等の意識

の変化を捉えるとともに、標的スキルの定着を図った。 
(2)Hyper-QU の所見の変化（主観的評価） 
 対象児童と学級全体の人間関係や学級集団のルールの確立状況の変化を客観的

に分析し、SST の実践の効果を評価・検討した。 
(3)観察所見の変化（客観的評価） 

行動観察チェックシートを用いて、対象児童の課題と考えられる行動の量や質

の適切性を対象児童観察者が評価した。また、SST やその他の学習で、本児の行

動や様子の逐語記録を起こし、課題を中心に分析し、その原因や変化を検討した。 

(4)担任教諭の児童評価（客観的評価） 

対象児童について、児童・生徒の行動チェックシート（三鷹版）と児童の学習

チェックシート（三鷹版）への記入、学級の様子アンケートへの記入を担任教諭

に依頼し、本児や他の児童の行動や様子の変化を分析し、SST の実践の効果を評

価・検討した。 

○ほめほめ言葉を使おう       ○気持ちのよいあいさつをしよう 
○上手な聞き方を身に付けよう 1・2 ○友達とゲームを楽しもう 
○グループで話合って問題を解決しよう 1・2 



Ⅲ 研究の結果 １ SST に関する対象児童の自己評価の変化 

 学習の振り返りも、標的スキルの決定も、「わからない」と答えたり、選択肢全

てに〇をしたりしたことが多く、対象児童の意識の変化を理解し、標的スキルの

定着を目指した自己評価カードは、評価方法としてあまり適していなかった。一

方、全ての SST 後の振り返りでは、「友達と少し仲よくなった」、全てのスキルを

「少し気を付けるようになった」と肯定的な回答をした。 

２ Hyper-QU による対象児童と学級の児童の意識の変化 

(1)対象児童  

学級内で認められることが少ない「非承認群」から

不安傾向が強い「学級生活不満足群」へ移った。交友

関係では、「仲よしの友達が増えた」、「学級の友達同

士が協力できるようになった」とする一方で、「嫌な

思いをする場面が増えた」と答えた（図 1）。基本的な

ソーシャルスキルはある程度身に付けているが、考え

の表出、友達との関係づくりに課題を感じている。  

(2)学級の児童  

全体的に学習意欲が高く、友達とよい関係を築いており、基本的なソーシャル

スキルを概ね身に付けていると捉えられる。しかし、学級満足度の高い児童と低

い児童の二極化の傾向が見られ、不安や緊張感をもつ児童がいる可能性がある。 
３ 観察所見の変化 

 行動観察チェックシートによると、学習が進むにつれて、相手との距離、声の

大きさ、発言内容の適切性が増した。しかし、視線、表情、姿勢は、よい変化が

認められなかった。逐語記録によると、話し手に注目する時間が増えたが、集中

が続かない様子が見られた。自ら友達とかかわる場面が増えたが、友達と意見が

合わないと、否定的な発言も見られた。 
４ 担任教諭による対象児童の評価の変化 

 対象児童は、友達との会話を楽しみ、経験を発表できるようになってきたが、

相手を意識した言動に課題が継続して見られると担任教諭は捉えている。 

Ⅳ 考察 研究の成果は以下の通りである。対象児童の行動観察と分析を継続し、児童理

解に基づいて SST を実践したことが、意欲の高まりと標的スキルの意識付け、一

部のスキルの向上につながった。全ての SST で友達との交流場面を設定したこと

が、対象児童と学級の友達とのかかわりが増えた一因と捉える。思い通りになら

ない経験も、自己の内面と向き合い、不安や不満を表現する機会となった。 
一方、SST による対象児童の社会性の改善には至らなかった。その要因は、標

的スキルを活用できたときの賞賛や励ましが不十分だったこと、対象児童が、初

めてのこと、苦手なことへの抵抗感が強く、活動自体に取り組めないことがあっ

たため、ソーシャルスキルの習得よりも友達とのかかわりを楽しむことや共感性

などの情緒面に焦点を当てたことなどが考えられる。 
今後、児童の実態を多面的に理解し、児童のニーズや課題に合った標的スキル

を選定し、どの児童にも分かる、意欲をもてる SST を段階的に指導する。標的ス

キルの日常化のため、児童への意欲付けと、SST への組織的な取り組みを目指す。 

 

図１ 学校生活意欲の変化[6 月、12 月] 


